
　

平
成
22
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６
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使
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ら
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3月定例議会

　

３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
30
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
29
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、

認
定
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
の
議
員
議
案
２
件
と
意
見
書
３
件
は
全
員
賛
成
あ
る
い
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

経
緯

　

宮
代
町
の
水
道
事
業
は
昭
和

36
年
に
給
水
を
開
始
し
た
。

　

当
初
は
自
己
水
︵
町
内
で
の

深
井
戸
に
よ
る
地
下
水
︶
で
あ

っ
た
が
、
人
口
の
増
加
に
伴
う

需
要
増
に
対
応
す
る
た
め
、
昭

和
56
年
よ
り
県
営
水
道︵
県
水
︶

か
ら
一
部
受
水
を
開
始
し
た
。

　

現
在
、第
１
浄
水
場
︵
山
崎
︶、

第
２
浄
水
場
︵
西
粂
原
︶、
宮

東
配
水
場
︵
宮
東
︶
の
３
か
所

の
施
設
か
ら
町
内
へ
配
水
し
て

い
る
。
使
用
水
量
の
内
、
自
己

水
が
約
４
割
で
残
り
の
約
６
割

は
県
水
で
あ
る
。

課
題

①
平
成
₁2
年
度
か
ら
赤
字
経
営

　

利
益
積
立
金
も
底
を
つ
き
平

成
19
年
度
か
ら
欠
損
金
を
繰
越

し
、
20
年
度
末
で
累
積
欠
損
金

は
６
５
０
０
万
円
余
り
と
な
っ

た
。
一
方
、
企
業
債
の
現
在
の

残
高
は
約
22
億
円
で
あ
る
。

②
施
設
の
老
朽
化

　

浄
水
場
な
ど
の
施
設
は
昭
和

30
年
代
～
40
年
代
に
か
け
て
整

備
し
た
こ
と
か
ら
老
朽
化
し
て

お
り
、
安
定
し
て
水
を
供
給
す

る
た
め
の
施
設
の
更
新
、
再
構

築
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

 

上
水
道
事
業
経
営
審
議
会
の
答
申

　

料
金
に
つ
い
て
は
、
生
活
に

直
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳

正
に
取
り
扱
い
、
経
営
の
徹
底

し
た
合
理
化
を
前
提
と
し
、
な

お
不
足
す
る
額
に
つ
い
て
は
料

金
改
定
も
や
む
を
得
な
い
が
、

時
期
や
改
定
幅
は
極
力
調
整
す

る
こ
と
。
ま
た
情
報
提
供
と
町

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
。

水道はライフラインの基本（西粂原の第２浄水場全景）

２
か
月
42
㎥
で
１
１
４
５
円
の
増

賛
成
11　

反
対
２
で
可
決

水
道
料
平
均
で
2
・
３
％
値
上
げ

宮
代
町
水
道
事
業
の
現
況

　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
る
値
上
げ
は
、
一
般
家
庭
の
平
均

使
用
水
量
₄₂
㎥
（
２
か
月
）
の
場
合
、
現
行
５
０
９
２
円
か

ら
改
定
後
６
２
３
７
円
、
２
か
月
分
で
１
１
４
５
円
の
増
額

と
な
り
ま
す
。
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問　

水
道
会
計
の
収
支
の
赤

字
は
水
道
料
金
の
逆
ザ
ヤ
が

要
因
と
い
う
が
、
逆
ザ
ヤ
の

原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答　

平
成
５
～
６
年
こ
ろ
か

ら
老
朽
管
の
入
れ
替
え
工
事

を
し
て
お
り
、
97
％
は
実
施

済
み
で
あ
る
。
こ
の
工
事
に

は
企
業
債
︵
借
り
入
れ
︶
が

必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の

企
業
債
の
返
済
が
影
響
し
て

い
る
。

問　

町
内
事
業
者
か
ら
の
意

見
聴
取
は
。

答　

経
営
審
議
会
に
公
募
で

３
人
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ

い
た
。
事
業
者
と
し
て
は
美

容
院
経
営
者
１
人
と
個
人
事

業
者
１
人
が
い
る
。

問　

道
仏
土
地
区
画
整
理
地

内
の
上
水
道
工
事
の
総
額
は
。

答　

平
成
17
年
度
か
ら
21
年

度
ま
で
が
約
１
億
２
２
０
０

万
円
。
22
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
が
約
１
億
７
６
０
０
万

円
の
予
定
で
あ
る
。

問　

第
１
浄
水
場
の
廃
止
、

第
２
浄
水
場
と
宮
東
配
水
場

の
連
結
な
ど
新
体
制
工
事
の

着
手
、
完
了
予
定
は
。
ま
た
、

値
上
げ
は
こ
の
工
事
を
考
慮

し
た
も
の
か
。

答　

工
事
は
平
成
21
年
度
か

ら
24
年
度
ま
で
見
込
ん
で
お

り
、
平
成
25
年
度
か
ら
供
用

開
始
の
予
定
で
あ
る
。
費
用

は
約
５
億
円
で
あ
る
。
料
金

改
定
は
本
工
事
も
考
慮
し
た

も
の
で
あ
る
。

問　

決
算
時
に
お
け
る
監
査

委
員
の
意
見
は
「
値
上
げ
」

に
全
く
触
れ
て
い
な
い
し
、

議
会
も
認
め
て
き
た
経
緯
も

あ
る
。
今
回
の
値
上
げ
は
あ

ま
り
に
唐
突
で
は
な
い
か
。

答　

監
査
委
員
の
意
見
は
、

真
摯
に
受
け
止
め
る
と
と
も

に
尊
重
し
て
い
る
。

　

現
場
と
し
て
は
老
朽
化
し

た
施
設
の
改
修
、
そ
し
て
再

構
築
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
と
な
っ
て
い
る
。

問　

平
成
４
年
の
第
５
次
拡

張
計
画
で
は
人
口
４
万
６
１

０
０
人
。
こ
の
計
画
自
体
ど

う
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
県

水
受
水
量
の
見
直
し
の
申
し

入
れ
な
ど
は
し
た
の
か
。

答　

事
業
を
見
直
し
、
人
口

は
３
万
７
５
５
０
人
と
し
て

見
込
ん
だ
。
ま
た
、
設
備
の

規
模
、
数
な
ど
も
第
５
次
計

画
よ
り
も
半
減
し
て
い
る
。

　

県
水
受
水
量
も
平
成
４
年

か
ら
18
年
ま
で
で
１
日
あ
た

り
７
０
０
０
㎥
か
ら
ピ
ー
ク

時
で
７
５
０
０
㎥
、
そ
し
て

６
７
０
０
㎥
に
と
順
次
見
直

し
て
き
た
。

問　

町
民
へ
の
説
明
は
失
敗

し
た
と
思
う
が
、
料
金
の
値

上
げ
に
つ
い
て
、
町
民
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
。

答　

概
ね
、
や
む
を
得
な
い
、

仕
方
な
い
と
判
断
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
う
。
皆
さ

ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
一
人
ひ
と
り
に
説
明
し
て

い
く
。

問　

料
金
は
近
隣
の
市
町
と

比
較
し
た
場
合
ど
う
か
。

答　

改
定
後
の
料
金
は
周
辺

の
市
町
と
比
較
し
た
場
合
、

中
間
的
な
料
金
設
定
と
な
る
。

問　

値
上
げ
と
な
っ
た
場
合

の
平
成
₂₂
年
度
、
₂₃
年
度
の

増
収
額
は
。

答　

22
年
度
は
５
３
９
１
万

円
、
₂₃
年
度
は
１
億
１
０
４

０
万
円
で
あ
る
。

問　

建
設
改
良
積
立
金
、
損

益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
の
預

金
７
億
円
の
具
体
的
使
途
は
。

答　

平
成
22
年
か
ら
24
年
に

か
け
て
、
老
朽
化
が
著
し
い

第
１
浄
水
場
の
監
視
室
を
移

設
す
る
な
ど
宮
東
配
水
場
に

管
理
を
一
元
化
す
る
た
め
の

工
事
、
第
２
浄
水
場
の
配
水

ポ
ン
プ
改
修
、
道
仏
土
地
区

画
整
理
地
配
水
管
工
事
な
ど

に
充
て
る
こ
と
に
な
る
。

問　

口
径
別
分
担
金
は
口
径

13　

が
10
万
円
、
20　

が
３

万
円
値
上
げ
と
な
る
。
な
ぜ

13　

の
上
げ
幅
が
大
き
い
の

か
。

答　

13　

で
は
場
合
に
よ
り

蛇
口
の
水
圧
が
低
下
す
る
な

ど
の
不
具
合
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
町
と
し
て

は
20　

の
設
置
を
勧
め
て
い

き
た
い
。

料
金
逆
ザ
ヤ
の

原
因
は
何
か

近
隣
自
治
体
と
の

比
較
で
は

水
道
新
体
制
構
築

の
工
事
も
考
慮
し

た
も
の
か

第
５
次
拡
張
計
画

は
過
大
で
は
な
か

っ
た
の
か

経営の健全化にはやむを得ない
●水道は最も大切なライフライン、安全な水
を安定して供給していくためには経営の健全
化は大事なこと。
●さらに経費節減も必要だが、赤字の解消、
経営安定化のためには、料金改定もやむを得
ない。
●改定の先送りは、今以上に町民の負担増に
なることは明白。
●料金逆ザヤの要因である企業債は、借換え
など積極的に利用し、負担減の方針である。
●預金残高7億円は、老朽化施設の更新、再
構築のために必要な資金であり、今後、数年
間は企業債を新たに起こさないためにも重要
な資金。
●もろ手を挙げては賛成できない。情報の公
開、町民への説明、安心・安全な水道事業の
推進を要望、断腸の思いで賛成。
●経営好転時は、値下げなど町民への還元を
要望し賛成。

内部留保資金で値上げを抑えよ
●水道料金を６月使用分から21.3%の値上
げで、年間約１億2000万円、１世帯あたり
6,870円もの負担増になる。
●平成20年度決算の監査委員審査意見では、
「平成11年度と20年度を比較すると、借入金
は8億9300万円も減少し、現金預金は２億
8500万円の減少のみであり、自己資本は
8200万円増えている。実質的経営状態は見
かけほど悪くない」と指摘している。
●上水道事業経営審議会の答申では、「安易
な引き上げは厳につつしみ、今後の経営の徹
底した合理化を前提とした上で、真にやむを
得ない場合に限るとともに、その実施時期お
よび改定幅については極力調整すること」と、
町民のくらし向きに配慮することを求めてい
る。
●水道会計には平成20年度決算で約７億円
を超える内部留保を持っており、いますぐ料
金値上げという状況ではない。

討 論賛 成 反 対

ミ
リ
メ
ー
ト
ル

ミ
リ
メ
ー
ト
ル

ミ
リ
メ
ー
ト
ル

ミ
リ
メ
ー
ト
ル

ミ
リ
メ
ー
ト
ル

質 疑
応 答
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問　

町
内
循
環
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
声
は
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
る
の

か
。
委
託
契
約
は
何
年
か
。

答　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
他
、

公
募
市
民
、
警
察
関
係
者
、
学

識
経
験
者
な
ど
を
委
員
と
す
る

地
域
交
通
公
共
会
議
を
開
催
し
、

平
成
21
年
１
月
に
見
直
し
を
行

っ
た
。
契
約
は
、
５
年
契
約
と

な
っ
て
い
る
。

問　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
助

成
の
要
件
に
は「
町
内
の
商
店
で

買
物
す
る
」と
あ
る
が
、
該
当
店

舗
の
一
覧
表
の
作
成
予
定
は
。

答　

商
工
会
へ
の
加
入
、
未
加

入
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
内
の
商

工
業
者
で
あ
れ
ば
対
象
と
認
め
、

幅
広
く
適
用
す
る
。

問　

何
年
間
で
す
べ
て
の
防
犯

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
換
え
る
予
定
か
。

答　

新
年
度
予
算
で
は
３
０
０

灯
分
を
予
算
化
し
て
い
る
。
全

町
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、

概
ね
５
～
６
年
を
目
標
と
し
て

い
る
。

問　

東
武
動
物
公
園
駅
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
工
事
完
成
は
い
つ

頃
に
な
る
の
か
。 

答　

夏
頃
に
着
工
し
て
年
度
内

に
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　

宮
代
外
交
官
を
任
命
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
著
名
人
は

い
る
の
か
。

答　

声
優
、
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
、

作
家
、
プ
ロ
棋
士
な
ど
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

問　

斎
藤
甲
馬
町
長
時
代
に
人

口
増
と
と
も
に
伸
び
た
税
収
は

ど
こ
に
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
。

答　

人
口
が
増
え
れ
ば
、
学
校

を
は
じ
め
施
設
整
備
が
必
要
。

当
時
も
町
税
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
交
付
税
な
ど
に
よ
る
財
源

補
て
ん
も
受
け
て
い
る
。
各
公

共
施
設
の
整
備
は
、
町
民
の
要

望
を
受
け
て
実
現
し
た
も
の
で

あ
り
、
地
方
債
を
活
用
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。

町
内
循
環
バ
ス
利
用
者
の
声
は
ど
の
よ
う
に
反
映

東
武
動
物
公
園
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
工
事
完
了
は
い
つ

生
活・環
境

総
務・財
政

●平成22年度予算

市民活動スペース運営事業 1,959万円

駅バリアフリー化事業 6,085万円

男女共同参画社会推進事業 15万円

地域コミュニティ活性化事業 571万円

第４次総合計画策定事業 1,119万円

主な使いみち

主な使いみち

東
武
動
物
公
園
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
工
事
完
了
は
い
つ 公　債　費

22,271円

土　木　費
35,326円

総　務　費
39,403円

民　生　費
73,879円

消　防　費
15,030円

教　育　費
29,977円

議　会　費
2,732円

衛　生　費
23,511円

商　工　費
1,471円

農林水産業費
5,399円

予備費など
940円

249,939円

一般会計歳出予算の
町民一人当たりの金額
一般会計歳出予算の
町民一人当たりの金額

83
億
９
１
６
０
万
円
で
新
年
度
ス
タ
ー
ト

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
大
な
ど

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、特
別
会
計
、企
業
会
計
な
ど
８
つ
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
で
の
総
括
質
疑
と
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
５
日
間
に
わ
た
っ
て
質
疑
応
答
を
行
い
、
徹
底
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

平成22年度一般会計予算
一般会計予算の内訳一般会計予算の内訳

歳　入
83億9,160万円

町税
34億6,693万円
　　　　41.3％

地方交付税
16億4,280万円

19.5％

町債
7億9,390万円

9.4％

繰入金
3億8,215万円

4.5％

国庫支出金
6億7,866万円
8.0％

県支出金
5億2,015万円
6.1％

諸収入
2億1,959万円 2.6％

地方消費税交付金
2億1,479万円 2.5％

その他
4億7,260万円 5.6％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

立体用は 2ミリ下に移動

ブレンド（スレップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

歳　出
83億9,160万円

民生費
24億8,042万円
　　　　29.5％

土木費
11億8,604万円

14.1％

総務費
13億2,293万円

15.7％

教育費
10億647万円
12.0％

公債費
7億4,772万円

8.9％

衛生費
7億8,936万円

9.4％

消防費
5億461万円
6.0％

農林水産業費
1億8,127万円 2.1％

議会費
9,175万円 1.0％

商工費
4,939万円 0.5％

労働費
1,129万円 0.1％

予備費など
2,029万円 0.2％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

色 50％、スミ 30％

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％、スミ 60％

ブレンド（スレップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

町
内
循
環
バ
ス
利
用
者
の
声
は
ど
の
よ
う
に
反
映

花のある街づくり事業 205万円

町内循環バス運行事業 1,593万円

自主防災組織育成事業 764万円

通学路安全対策事業 379万円

環境推進事業 301万円



●平成22年度予算

◦子ども医療費の無料化を通院も中学卒業まで
拡大。東武動物公園駅にエレベーターの設置や
障がい者用トイレの改修は評価できる。
◦多くの自治体で保育料を低く抑えるなか、宮
代町の保育料は３歳児以上では県内トップクラ
ス。保護者の家計を圧迫しており、保育料の引
き下げを求める声に応えるべきである。
◦官製ワーキングプアの解消も優先すべき課
題。町で働くオフィスサポーター（臨時職員）
の時給を現行780円から835円（県平均）に引
き上げるべきである。
◦ティーエムオーみやしろ（るーばん）につい
ては、町も大口出資者として責任があるのでは
ないか。
◦道仏地区土地区画整理事業に１億9660万円の
血税をつぎ込む予算となっている。こうした財
源は他の必要な事業にまわすべきである。
◦町立図書館を指定管理者へ委託するよう再提
出したが、図書館運営は利益を追求する民間企
業にはなじまない。

◦宮代型エコポイント制度、住宅用太陽光発電
システムを設置した場合５万円分を助成。
◦宮代外交官の任命、宮代町にゆかりのある人
を任命し、町のＰＲと知名度アップを図る。
◦今後、全ての防犯灯にＬＥＤを取り付ける。
◦出会いサポート協働事業、出会いの場で知り
合ったカップルが結婚して町に３年住んだ場合
には祝金として１組に10万円を支給する。
◦子ども医療費の助成対象は通院分を中学卒業
まで拡大する。
◦少子高齢化、人口流出、リーマンショック、
デフレ経済が続くなか、地方交付税不足分を臨
時財政対策債を発行して歳出に見合った歳入が
確保されたこと。
◦社会保障関連経費が国民健康保険会計をはじ
め、財源不足の特別会計に一般会計から繰り出
して町民の暮らしを安心・安全対策に取り組ん
だこと。
◦収支のバランスをとるため財政調整基金から
３億7000万円強の資金投入を図ったこと。

官製ワーキングプアの解消も町政の課題

「小さくてもキラリと光る町」実現予算

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

問　

道
仏
地
区
の
公
園
整
備
計

画
を
市
民
参
加
で
行
う
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ど
ん
な
計
画
か
。

答　

道
仏
地
区
土
地
地
画
整
理

事
業
地
内
に
５
か
所
、
合
計
面

積
は
１
万
㎡
の
公
園
を
整
備
す

る
計
画
。
道
仏
地
区
に
限
ら
ず
、

周
辺
住
民
の
方
々
に
も
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ん
で
も
ら
え
る

公
園
と
し
た
い
。

問　

道
仏
地
区
区
画
整
理
事
業

に
町
の
支
出
額
は
。

答　

総
額
14
億
３
６
０
０
万
円

を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
支
出
額
は
８

億
７
０
０
０
万
円
、
今
後
、
約

５
億
６
０
０
０
万
円
の
支
出
を

見
込
ん
で
い
る
。

問　

遊
休
農
地
再
生
事
業
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

失
業
者
を
雇
用
し
て
町
内

に
あ
る
遊
休
農
地
を
畑
に
再
生

し
、
そ
こ
に
露
地
野
菜
や
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
野
菜
栽

培
を
行
っ
て
い
く
。
㈲
新
し
い

村
へ
委
託
す
る
。

問　
「
人
間
ド
ッ
ク
助
成
」
の
内

容
、
積
算
根
拠
は
。

答　

広
域
連
合
の
補
助
事
業
と

な
る
見
込
み
。
年
１
回
、
２
万

５
０
０
０
円
を
限
度
に
助
成
。

積
算
根
拠
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
の
１
％
に
相
当

す
る
30
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

敬
老
会
で
の
赤
飯
が
か
た

い
と
の
話
も
聞
く
が
。

答　

赤
飯
の
苦
情
は
特
に
聞
い

て
い
な
い
。
台
風
な
ど
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
こ
と
を
考
え

る
と
生
も
の
で
は
な
く
、
日
持

ち
す
る
餅
な
ど
の
代
替
え
も
今

後
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
内
の
障
が
い
者
支
援
施

設
が
少
な
い
と
の
声
を
聞
く
が
。

答　

障
が
い
の
あ
る
方
の
住
む

と
こ
ろ
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
町
が
施
設

を
つ
く
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

例
え
ば
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

登
録
の
要
件
を
緩
和
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
施
設
に
事
業
開
始
を
し
て
も

ら
う
。

問　

小
中
学
校
で
国
が
行
う
テ
ス

ト
の
他
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

小
６
と
中
３
は
全
国
学
力
、

学
習
状
況
調
査
。
小
５
と
中
２

は
埼
玉
県
の
学
力
テ
ス
ト
。
小

４
と
中
１
は
町
独
自
で
東
京
書

籍
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
を
行
う
。

問　

県
内
の
公
立
図
書
館
で
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
図
書

館
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
担

当
者
は
視
察
に
行
っ
て
い
る
の
か
。 

答　

県
西
部
の
方
で
い
く
つ
か

の
図
書
館
が
導
入
し
て
い
る
。

近
隣
で
は
、
伊
奈
町
や
吉
川
市
、

春
日
部
市
の
庄
和
地
区
で
導
入

し
て
い
る
。

　

視
察
は
、
大
平
町
、
大
田
区
、

千
代
田
区
の
図
書
館
に
行
っ
て

い
る
。

問　

文
化
財
保
護
委
員
の
経
歴
は
。

答　

７
人
の
定
員
の
と
こ
ろ
６

人
。
内
４
人
が
考
古
学
、
中
近

世
の
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

委
員
。
２
人
が
文
化
財
、
歴
史

に
興
味
の
あ
る
公
募
に
よ
り
委

託
さ
れ
た
委
員
と
な
る
。

　

道
仏
地
区
の
公
園
整
備
計
画
は

人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
内
容
と
積
算
根
拠
は

　

町
独
自
で
行
う
テ
ス
ト
と
は

土
木・農
業

保
健・福
祉

教
育・文
化

健康診査事業 4,092万円

こども医療費支給事業 6,714万円

学童保育所運営事業 3,346万円

福祉交流センター運営事業 278万円

障害者地域生活支援事業 2,260万円

小中一貫教育推進事業 266万円

町民みんなが先生推進事業 95万円

文化財保護事業 57万円

総合運動公園管理事業 6,354万円

資料館管理運営事業 1,136万円

主な使いみち

主な使いみち主な使いみち

人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
内
容
と
積
算
根
拠
は

　

町
独
自
で
行
う
テ
ス
ト
と
は

　

道
仏
地
区
の
公
園
整
備
計
画
は

地区生活道路整備事業 967万円

一般住宅耐震対策事業 500万円

水田農業構造改革対策事業 519万円

遊休農地再生事業 1,372万円

新しい村管理運営事業 6,391万円

討
論
討
論反対です

討
論
討
論賛成です

みやしろ議会だより No.74 8みやしろ議会だより No.749



会 計 区 分 平成22年度 増減額 増減率
（対前年比）

国 民 健 康 保 険 35億5,514 7,300 2.1%
老 人 保 健 24 △31 △55.2%
介 護 保 険 16億9,457 7,669 4.7%
公 共 下 水 道 事 業 12億 272 △2億6,176 △17.9%
農業集落排水事業 4,535 216 5.0%
後 期 高 齢 者 医 療 2億8,841 3,805 15.2%
水 道 事 業 会 計 10億8,479 1,372 1.3%

（単位　万円）　

国
民
健
康
保
険
予
算
は
₃₅
億

５
５
１
４
万
円
と
、
保
険
給
付

費
の
増
額
に
よ
り
、
過
去
最
高

の
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
期
高
齢
者
交
付
金

Ⓠ　

前
期
高
齢
者
の
加

入
割
合
と
宮
代
町
の
位

置
は
。

Ⓐ　

全
保
険
者
に
お
け

る
加
入
割
合
は
、
国
の

概
算
要
求
時
で
約
12
・

５
％
、
宮
代
町
で
は
被

保
険
者
は
約
35
・
８
％
、

県
内
第
２
位
の
高
さ
と

な
っ
て
い
る
。

Ⓠ　

前
期
高
齢
者
交
付

金
の
増
が
大
き
い
が
、

23
年
度
以
降
も
同
じ
よ

う
な
状
況
が
続
く
の
か
。

Ⓐ　

医
療
制
度
が
変
わ

っ
て
初
め
て
の
精
算
年

度
な
の
で
、
追
加
交
付

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
大
幅
増
と
な
っ
た
。

23
年
度
は
清
算
が
平
年

ベ
ー
ス
化
さ
れ
る
こ
と

か
ら
増
額
は
期
待
で
き

な
い
。

特
定
健
康
診
査

Ⓠ　

特
定
健
康
診
査
等

負
担
金
が
増
額
と
な
っ

た
理
由
は
。

Ⓐ　

特
定
健
康
診
査
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
前

年
度
よ
り
増
加
し
た
。

特
定
健
康
診
査
が
対
象

者
の
55
％
、
特
定
保
健

指
導
が
対
象
者
の
15
％

を
目
標
に
積
算
し
た
た

め
。

後
期
高
齢
者
支
援
金

Ⓠ　

後
期
高
齢
者
支
援

金
が
増
額
し
て
い
る
理

由
は
。

Ⓐ　

一
人
当
た
り
の
支

援
金
額
︵
単
価
︶
が
前

年
度
と
比
較
し
て
、
約

５
０
０
０
円
上
昇
し
た

こ
と
と
、
前
々
年
度
の

概
算
納
付
単
価
が
５
０

０
０
円
上
昇
す
る
見
込

み
で
、
清
算
に
よ
る
追

加
納
付
が
見
込
ま
れ
る

た
め
。

介
護
保
険

　

保
険
給
付
費
の
増
に

よ
り
、
過
去
最
高
の
予

算
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
１
月
末
現
在

の
65
歳
以
上
の
人
口
は

７
９
６
７
人
、
高
齢
化

率
23
・
74
％
。
要
介
護
、

要
支
援
認
定
者
は
、
１

０
２
６
人
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
諸
費

は
、
13
億
５
５
８
３
万

円
、
前
年
比
較
７
０
９

５
万
円
、
５
・
５
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⓠ　

自
立
生
活
支
援
へ

ル
パ
ー
の
派
遣
は
ど
の

よ
う
な
制
度
か
。

Ⓐ　

要
介
護
判
定
で
自

立
と
判
定
さ
れ
た
方
に

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、

生
活
支
援
を
行
う
も
の
。

Ⓠ　

施
設
入
所
待
機
者

数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

Ⓐ　

昨
年
７
月
調
査
し

た
時
は
、
宮
代
町
の
待

機
者
数
は
60
人
。
そ
の

う
ち
、
今
す
ぐ
入
所
し

た
い
19
人
、
１
年
以
内

に
入
所
し
た
い
５
人
、

入
所
希
望
時
期
な
し
36

人
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

保
険
料
は
２
億
２
２

８
５
万
円
。
１
７
９
０

万
円
の
前
年
比
８
・
７

％
増
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
広
域
連

合
納
付
金
が
２
億
６
２

８
４
万
円
で
、
１
７
５

６
万
円
の
７
・
２
％
増

で
歳
出
全
体
の
91
・
１

％
で
す
。

水
道
事
業

　

収
益
的
支
出
と
資
本

的
支
出
の
合
計
額
は
10

億
８
４
７
８
万
円
と
な

り
、
前
年
度
比
較
１
３

７
２
万
円
、
１
・
３
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
建
設
改
良
工
事

は
、
第
２
浄
水
場
配
水

ポ
ン
プ
更
新
工
事
、
道

仏
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
う
配
水
管
整
備
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ　

道
仏
地
区
区
画
整

理
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
、
水
道
工
事
の

投
資
額
は
。

Ⓐ　

平
成
17
年
度
３
５

６
１
万
円
、
平
成
18
年

度
１
３
０
２
万
円
、
平

成
19
年
度
２
０
１
９
万

円
、
平
成
20
年
度
は
１

３
６
９
万
円
、
平
成
21

年
度
予
定
額
は
４
０
０

４
万
円
。

歳出　保険給付費　　　23億9533万円（67.4％）
　　　後期高齢者支援金 5億 379万円（14.2%）

国
民
健
康
保
険
の
歳
入

平成₂₁年度補正予算概要
　事業実績に基づく補正の他、
国の２次補正による経済対策（き
め細やかな臨時交付金）を活用
して修繕事業の追加。

＜国補正予算から＞
保健センターエアコン更新

2310万円
　
道路修繕　町道77号、60号
　　　　（東粂原、須賀地内）

1375万円
　
百間小プール塗装　　 745万円
　
東小エアコン設置　　 346万円
　
小学校体育施設改修　 440万円
　
須賀中トイレ改修　　 950万円
　
百間中階段塗装　　　 283万円
　
給食センター床防水加工

　851万円
　
前原グランド防球ネット

　490万円

ペーパードレインで地盤改良がまたれる

平成22年度特別会計予算

国
民
健
康
保
険
は

過
去
最
高
の
予
算
に
な
る

●平成22年度予算

みやしろ議会だより No.74 10みやしろ議会だより No.7411

国民健康
保険税
26％

前期高齢者
交付金
25％

国庫支出金
24％

諸収入
0％

繰越金
1％

繰入金
5％

県支出金
5％

療養給付費等交付金
5％

共同事業交付金
9％

審議し、可決しました
質疑をピックアップ



図
書
館
の
指
定
先
は

問 

指
定
先
に
ど
の
よ
う
な

団
体
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
の
め

ざ
す
わ
が
町
の
図
書
館
は
、

指
定
管
理
に
移
行
し
な
い
と

実
現
で
き
な
い
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答 
入
札
と
違
い
金
額
で
判
断

す
る
内
容
で
は
な
い
。
業
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
、
そ
の

内
容
を
含
め
て
検
討
し
て
、

最
終
的
に
選
定
す
る
。

指
定
先
に
何
を
求
め
る
の
か

問 

町
長
は
十
分
な
協
議
を

す
る
と
い
う
が
。

答 

図
書
館
に
関
係
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
サ
ポ
ー
タ

ー
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
利
用
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
、

図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に

至
っ
た
。
何
よ
り
も
期
待
さ

れ
る
の
は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

だ
と
考
え
て
い
る
。
サ
ー
ビ

ス
の
最
前
線
で
柔
軟
性
を
発

揮
す
る
こ
と
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
。

問 

指
定
管
理
者
に
ど
う
い

う
こ
と
を
求
め
る
の
か
。

答 

開
館
の
時
間
の
拡
大
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
貸
し
出

し
予
約
、
学
校
図
書
館
と
の

連
携
。

再
提
出
の
理
由
は

問 

平
成
20
年
６
月
の
定
例

会
で
否
決
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
改
め
て
再
提
出
に

至
っ
た
経
緯
は
。

答 
公
共
施
設
で
指
定
管
理
者

町
立
図
書
館
運
営
を
民
間
委
託
へ

問 

町
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
無
料
で
提
供
さ
れ
、

経
費
節
減
を
目
的
に
す
る
こ

と
自
体
、
矛
盾
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
図
書
館
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
人
材
育
成
は
、

短
期
契
約
の
安
上
が
り
で
は

と
て
も
で
き
な
い
と
思
う
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答 

指
定
管
理
に
す
る
と
３

年
な
り
５
年
な
り
と
い
う
の

が
と
り
あ
え
ず
の
期
間
で
あ

る
の
で
、
継
続
性
と
か
安
定

性
と
か
地
域
性
が
な
い
と
指

摘
を
さ
れ
て
い
る
の
も
一
部

に
は
あ
る
。

問 

教
育
文
化
の
拠
点
で
あ

る
図
書
館
は
、
指
定
管
理
者

制
度
の
対
象
と
す
べ
き
で
は

な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況
と

は
い
え
、
き
ち
ん
と
直
営
で

守
る
べ
き
と
こ
ろ
は
守
る
、

こ
う
い
う
姿
勢
も
大
事
で
は

な
い
か
。
直
営
で
や
れ
な
い

こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
企
業
の
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
の
で
は

な
く
、
や
は
り
公
務
員
と
し

て
の
自
己
研
鑚
、
こ
れ
に
よ

っ
て
十
分
克
服
で
き
る
も
の

と
思
う
。

答 

図
書
館
の
重
要
な
課
題

と
い
う
の
は
、
職
員
問
題
で

は
な
い
か
と
思
う
。
宮
代
町

で
も
司
書
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
職
員
も
た
く
さ
ん
い
る
。

採
用
し
て
も
、
同
じ
職
場
に

長
年
い
続
け
る
と
い
う
こ
と

は
大
変
難
し
い
。
人
事
の
面

で
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も

滞
留
し
て
く
る
。

意
見
書

　

天
皇
陛
下
を
政
治
的
目
的

に
利
用
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
。

賛
成
８　

反
対
５
で
可
決

　

永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参

政
権
付
与
に
つ
い
て
慎
重
な

対
応
を
求
め
る
意
見
書
。

賛
成
９　

反
対
４
で
可
決

　

﹁
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

議
定
書
﹂
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
で
の
採
択
に
向
け
た
取

り
組
み
を
求
め
る
意
見
書
。

賛
成
全
員
で
可
決

条 例 改 正

　

町
立
図
書
館
設
置
お
よ
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
、
賛
成
８
反
対
５
で
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

導
入
に
移
行
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
移
行
し

て
い
く
。

問 

指
定
管
理
者
導
入
は
埼
玉

県
レ
ベ
ル
で
は
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

全
国
的
に
ま
だ
多
い
状
況

に
は
な
い
。
県
内
に
お
い
て

は
、
平
成
21
年
度
に
伊
奈
町

が
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
富

士
見
市
、
吉
川
市
、
毛
呂
山

町
で
予
定
し
て
い
る
。

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

問 

導
入
の
目
的
、
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

削
減
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て

い
る
の
が
図
書
館
に
指
定
管

理
者
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う

こ
と
。

　本議案は、あくまでも指定管理者への門戸を開き、
新たなサービス展開への可能性を探るものであり、
これに沿うか沿わないかは、その時点で具体的な判
断をすればよく、経済状況にあおりを受ける町財政
が先行き不透明な中、新たな可能性を一概に否定す
ることは得策とは言えない。こうした経済状況だか
らこそ、町民の方へのサービス向上に資する可能性
があるものとして、前向きにとらえていく必要があ
ると考える。

　図書館の指定管理者制度導入については、徐々に
ではあるが、全国的に広がりつつある。長引く景気
の低迷や町を取り巻く厳しい財政運営の中での行政
改革を含めた公共改革の一環として、公共施設の管
理運営経費の削減を見据えての指定管理者への移行
と思う。利用者へのサービスについても、アンケー
ト調査や意見を聞いた上で昨年12月に図書館ビジョ
ンが作成され、その施策を着実に実施していくため
には、指定管理者制度の導入を図り、今後において
さらに良質の施設サービスの提供とサービスの拡大
に大きく反映されるものと期待する。

　図書館ビジョンで目指す図書館のあり方、サービ
ス向上は指定管理者に移行しなければ達成できない
ということではない。不安定雇用となる指定管理者
の運営では、その達成に大きな心配が残る。指定管
理者での運営のほうが2,249万円削減されるとの見通
しである。しかし、削減の内容は人件費の削減であ
って、正規職員の配置でなく、不安定な形の非正規
雇用で充てる。まさに国会で議論された心配が現実
としてあらわれる。さらに、非正規雇用の弊害が社
会問題化し、その解決が政治の大きな課題となって
いる今、公である町が非正規雇用を積極的に推進し
ようとすること自体、大きな問題と言わざるを得ない。

　教育の分野を数字で語ってはいけない。それを宮
代町は今まで実践してきた。斎藤甲馬町長時代に作
った笠原小学校、「箱物は教育になじまない」と、あ
えてあのような立派な校舎を作った。町民にとって
の精神的なシンボルである図書館まで民間委託にす
ることは、この町にふさわしくない。

■ 

議
案
の
内
容

　

指
定
管
理
者
に
よ
り
管
理

運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
宮
代
町
立
図
書
館
設

置
お
よ
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

討
論
討
論反対です

討
論
討
論賛成です

みやしろ議会だより No.74 12みやしろ議会だより No.7413



議　長　小河原　正

副議長　中野松夫

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
は
、
不
況

が
尾
を
引
き
、
宮
代
町
に
も
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
10
年
後
の
人
口
は
少
子
化

に
伴
な
い
、
約
２
０
０
０
人
減
少
し
３
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
町
に
な
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
の
到
来
は
、
ま

す
ま
す
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
今
後
は
大
胆
な
公
共
改
革
を
進
め

る
た
め
に
も
、
皆
様
の
英
知
と
協
力
を
結
集

し
て
、
新
た
な
発
想
の
転
換
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
は
二
元
代
表
制
で
す
の
で
、
宮
代
町

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、

協
調
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
最
大
限
発
揮
し
て

開
か
れ
た
議
会
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
課
題
に
議
会
が
取

り
組
む
こ
と
は
一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
ま

す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
、
公
平
公
正
な

行
政
運
営
な
ど
、
住
民
の
満
足
度
を
如
何
に

上
げ
て
い
く
か
を
目
指
し
、
宮
代
町
の
あ
る

べ
き
姿
や
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
参
り
ま
す
。

　

議
会
は
住
民
と
の
懇
談
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。議
会
で
の
経
緯
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
れ
を
町
政
に
反

映
す
る
こ
と
も
議
会
の
役
目
で
す
。

　

ま
た
、
次
の
点
に
留
意
し
て
議
会
に
取
り

組
み
ま
す
。

①
さ
ら
に
議
論
を
深
め
、
議
会
の
活
性
化
に

努
め
ま
す
。

②
住
民
全
体
の
代
表
と
し
て
、
皆
様
に
理
解

い
た
だ
け
る
議
会
活
動
に
努
め
ま
す
。

　久喜宮代衛生組合議会議員　５人
　　議　員　　　 飯　山　直　一
　　　〃　　　　 加　藤　幸　雄
　　　〃　　　　 ⻆　野　由紀子
　　　〃　　　　 金　子　正　志
　　　〃　　　　 宮　原　一　夫

　広域利根斎場組合議会議員　２人
　　議　員　　　 唐　沢　捷　一
　　　〃　　　　 榎　本　和　男

　久喜地区消防組合議会議員　３人
　　議　員　　　 合　川　泰　治
　　　〃　　　　 石　井　眞　一
　　　〃　　　　 関　　　弘　秀

　議会選出監査委員　１人
⻆　野　由紀子

議

会

人

事

決

定

　新しい議会構成　
   議会の改革に一生懸命努めます

（
※
委
員
会
に
は
議
長
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

（
※
委
員
会
に
は
議
長
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

総務町民生活委員会　６人

教育福祉産業委員会　７人

議会運営委員会　６人

議会広報委員会　５人

丸
藤
　
栄
一

副
委
員
長
　

金
子
　
正
志

宮
原
　
一
夫

委
員
長　

関
　
　
弘
秀

飯
山
　
直
一

議　

長

小
河
原
　
正

赤
塚
　
綾
夫

⻆
野
由
紀
子

副
委
員
長
　

合
川
　
泰
治

唐
沢
　
捷
一

委
員
長　

石
井
　
眞
一

加
藤
　
幸
雄

榎
本
　
和
男

中
野
　
松
夫

副
委
員
長
　

合
川
　
泰
治

関
　
　
弘
秀

石
井
　
眞
一

委
員
長　

飯
山
　
直
一

榎
本
　
和
男

丸
藤
　
栄
一

副
委
員
長
　

金
子
　
正
志

宮
原
　
一
夫

委
員
長　

丸
藤
　
栄
一

中
野
　
松
夫

⻆
野
由
紀
子

公平委員
横　手　　　昇さん

監査委員（議会選出）
⻆　野　由紀子さん

農業委員
井　上　　　清さん

副町長
真　砂　和　敏さん

農業委員
小　島　菊　江さん

農業委員
小　林　明　子さん

監査委員
松　村　守　朗さん

農業委員
冨　田　高　治さん

（※議会推せんの農業委員です）

議会承認しました
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宮
原
一
夫　

議
員

（
み
ん
な
の
会
）

１．加藤　幸雄  議員
① 後期高齢者医療
② 保育所の最低基準廃止や緩和の方針

２．宮原　一夫  議員
① 財政改革
② 当面の町政運営

３．榎本　和男  議員
① 東武伊勢崎線輸送力増強推進協議会
② 和戸駅西口周辺整備
③ 御成街道の歩道整備

４．石井　眞一  議員
① 宮代町の防犯対策
② 宮代町の防災対策
③ 道仏土地区画整理事業
④ 平成22年度の当初予算

５．金子　正志  議員
① 行財政改革
② �合併の未来

６． 赤塚　綾夫  議員
① 東武動物公園駅東口整備
② �町長は、町民の安心・安全に暮らせる街づくり

に全力投球するとの事
③ �住民サービスの向上は歳入増の確保だと思うが、

如何にして確保するか、検討しているか伺いたい

７．関　　弘秀  議員
① 安全安心のまちづくり
② 町の知名度ＵＰ・魅力ＵＰ

８．飯山　直一  議員
① 少子化対策
② アンテナショップ「みやしろ館」
③ 高齢者宅配事業

9．中野　松夫  議員
① はしかワクチン接種の徹底は
② 未利用公共用地処分のその後は
③ 公共施設のメンテナンス

10．合川　泰治  議員
① フィルムコミッション
② インターネットの活用
③ 町財政

11．丸藤　栄一  議員
① 雇用対策
② 水道料金の値上げ

12．⻆野　由紀子  議員
① 救急医療情報キットの配布
② 赤ちゃん駅の設置
③ 読書の取り組み
④ 大学との包括協定

13．唐沢　捷一  議員
① 東武動物公園駅周辺地区の整備
② 公有地上の宗教施設提供
③ 庄司町政

一般質問項目一覧（抽選順）

みやしろ議会だよりNo.66

（
問
）
予
算
の
編
成
を
町
民
に
公
開

し
、
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

考
え
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

宮
代
町
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

情
報
の
公
開
と
住
民
参
加
に
努
め

て
き
た
。
町
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
範
囲
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し

研
究
を
要
す
る
事
項
が
あ
り
、
当

面
、
予
算
編
成
の
過
程
を
よ
り
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
よ
う
に
検
討

を
重
ね
た
い
。

　

水
道
事
業
の
経
営
方
針
は

（
問
）
水
道
事
業
が
累
積
損
失
を
約

６
５
０
０
万
円
出
し
て
い
る
が
、

町
長
の
経
営
方
針
は
。

（
答
）
町
長　

昭
和
34
年
創
設
以
来
、

将
来
展
望
に
立
っ
た
施
設
整
備
な

ら
び
に
経
営
努
力
に
努
め
て
き
た
。

平
成
17
年
度
を
除
き
平
成
12
年
度

か
ら
収
支
が
毎
年
厳
し
く
な
っ
て

き
た
の
で
、
市
民
参
加
で
組
織
し

た
宮
代
町
上
水
道
事
業
経
営
審
議

会
の
答
申
を
受
け
、
町
民
に
理
解

し
て
も
ら
う
よ
う
に
取
り
組
む
。

（
問
）
幾
つ
か
の
町
営
の
施
設
を
指

定
管
理
に
移
行
し
て
い
る
が
、
コ

ス
ト
計
算
の
直
近
の
自
己
評
価
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

平
成
20
年

度
導
入
の
総
合
運
動
公
園
以
外
の

施
設
は
、
導
入
前
と
導
入
後
の
平

成
20
年
度
の
町
の
支
出
を
比
較
す

る
と
、
ト
ー
タ
ル
で
約
４
２
０
０

万
円
の
削
減
効
果
が
あ
っ
た
。
コ

ス
ト
面
に
お
け
る
課
題
と
し
て
は
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
経
費

の
増
加
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。

改修工事が必要な第一浄水場

反
映
さ
せ
る
範
囲
に
研
究
を
要
す
る

予
算
の
編
成
に

町
民
の
意
見
を
入
れ
る
考
え
は

町政をただす

安全な環境で丈夫に育つように

（
問
）
現
行
の
認
可
保
育
所
の
基
準

は
、
子
ど
も
を
安
全
に
保
育
す
る

保
障
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、

保
育
所
待
機
児
童
が
全
国
で
２
万

数
千
人
も
い
る
こ
と
か
ら
、
国
は

基
準
を
緩
和
・
廃
止
し
て
定
員
を

超
え
て
受
け
入
れ
る
よ
う
方
針
転

換
し
た
。
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る

か
、
見
解
を
。

（
答
）健
康
福
祉
課
長　

昨
年
10
月
、

地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
廃
止
ま

た
は
条
例
委
任
と
す
る
勧
告
が
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
て
閣
議
決
定
さ

れ
た
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
で
、

保
育
の
質
に
深
刻
な
影
響
を
生
じ

か
ね
な
い
内
容
は
国
基
準
に
従
う

べ
き
基
準
と
し
て
、
条
例
で
定
め

る
べ
き
こ
と
。
た
だ
し
、
居
室
の

面
積
基
準
は
、
待
機
児
童
が
多
い
、

地
価
が
高
い
な
ど
の
状
況
か
ら
東

京
な
ど
一
定
の
地
域
に
限
り
、
待

機
児
童
解
消
ま
で
の
措
置
と
し
て
、

説
明
責
任
を
果
た
せ
ば
、
異
な
る

基
準
を
定
め
、
柔
軟
な
対
応
が
可

能
と
な
っ
た
。

　

宮
代
の
保
育
園
は
、
公
立
２
園
、

私
立
２
園
が
あ
り
、
す
べ
て
国
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
４

月
１
日
入
所
の
予
定
で
も
待
機
は

な
く
、
し
か
も
、
定
員
の
弾
力
化

も
実
施
し
て
保
育
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。

（
問
）
給
食
の
外
部
搬
入
を
可
能
に

す
る
動
き
も
あ
る
が
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長　

現
在
、
食

事
は
園
内
で
作
っ
て
お
り
、
ア
レ

ル
ギ
ー
に
も
適
切
に
対
応
し
て
い

る
。
外
部
搬
入
委
託
は
、
宮
代
の

保
育
で
は
考
え
て
い
な
い
。

基
準
を
満
た
し
て
お
り
、
変
更
す
る
考
え
は
な
い

加
藤
幸
雄　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

認
可
保
育
所
の
基
準
廃
止
を
ど
う
み
る
か

　一般質問は、13人の議員が登壇し、
財政問題をはじめ、安心安全なまちづく
りや東武動物公園駅周辺整備、町政運営
についてなど36項目にわたり、町の考
えをただしました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者が507字以内にまとめたもの
です。
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赤
塚
綾
夫　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

金
子
正
志　

議
員

（
民
主
の
会
）

石
井
眞
一　

議
員

（
民
主
の
会
）

榎
本
和
男　

議
員

（
み
ん
な
の
会
）
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（
問
）
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
人

口
増
に
限
る
。
方
策
は
あ
る
か
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

道
仏
地
区

区
画
整
理
事
業
を
優
良
住
宅
地
と

し
て
販
売
す
る
。

　

Ｐ
Ｒ
の
た
め
大
看
板
設
置
を

（
問
）
東
武
鉄
道
乗
客
に
「
住
み
た

い
町
み
や
し
ろ
」
を
早
い
う
ち
に

宣
伝
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

大
看
板
に

つ
い
て
は
土
地
区
画
整
理
組
合
に

打
診
す
る
。

（
問
）
例
え
ば
新
築
住
宅
の
方
に
固

定
資
産
税
５
年
間
免
除
。
出
産
見

舞
金
50
万
円
。
給
食
費
は
町
が
全

額
負
担
、
無
料
化
に
す
る
な
ど
思

い
切
っ
た
政
策
を
Ｐ
Ｒ
し
、
流
出

人
口
を
取
り
戻
す
政
策
を
打
ち
出

す
べ
き
だ
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

考
え
は
同

じ
だ
が
町
と
し
て
は
「
子
ど
も
医

療
費
を
中
学
卒
業
ま
で
の
助
成
拡

大
」や「
少
人
数
学
級
の
実
施
」、「
町

内
保
育
園
」
な
ど
に
か
か
る
経
費

も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

（
問
）
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
先
手
必
勝
だ
か
ら
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
国
に
発
信
し
て

反
響
を
見
る
べ
き
だ
と
思
う
が
如

何
か
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

町
で
は
人

口
増
加
策
の
一
環
と
し
て
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
住
宅
用
太

陽
光
発
電
を
設
置
し
た
場
合
に
宮

代
型
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」
で
５
万
円

の
助
成
。
出
会
い
支
援
、
結
婚
一

組
に
10
万
円
の
結
婚
祝
い
金
を
支

給
す
る
な
ど
様
々
な
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

東武動物公園駅前　元・杉戸駅として開駅110年を迎える

道仏土地区画整理地内に大看板の設置を望む 道仏土地区画整理事業の工事完了は

（
問
）
厳
し
く
な
っ
た
財
政
の
原
因

は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

少
子
高
齢

化
が
最
大
の
要
因
。

（
問
）
財
政
の
見
通
し
対
応
策
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

町
税
は
高

齢
化
の
進
行
と
と
も
に
減
少
。
対

応
策
は
行
財
政
改
革
。

（
問
）
前
町
長
の
報
酬
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

４
期
16
年
、

約
１
億
９
１
０
０
万
円
。
退
職
金

４
回
で
約
５
９
０
０
万
円
。

（
問
）
町
長
・
教
育
長
・
議
員
・
職

員
の
ボ
ー
ナ
ス
と
退
職
金
の
削
減

の
検
討
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

職
員
の
給

与
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
支
給

し
て
い
る
の
で
安
易
に
削
減
す
べ

き
で
は
な
い
。
町
長
・
教
育
長
の

期
末
手
当
の
減
額
は
財
政
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

（
問
）「
新
し
い
村
」「
る
ー
ば
ん
」

の
経
営
の
経
過
お
よ
び
現
状
は
。

町
も
出
資
し
て
、
平
成
22
年
の
人

口
を
４
万
１
０
０
０
人
と
予
想
。

大
幅
な
見
込
み
違
い
の
責
任
は
町

に
あ
る
。
社
長
個
人
に
責
任
を
負

わ
せ
る
こ
と
な
く
、
応
援
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　
「
新
し
い

村
」
は
町
か
ら
の
委
託
料
が
４
５

０
０
万
円
と
依
存
度
が
高
い
。「
る

ー
ば
ん
」
の
経
営
は
危
機
的
状
態

に
近
い
。

（
問
）
町
長
は
、
ど
の
よ
う
に
合
併

の
機
運
を
高
め
進
め
る
の
か
。

（
答
）
町
長　

将
来
合
併
の
機
運
が

高
ま
っ
た
と
き
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
進
め
た
い
。

一 般 質 問

（
問
）
道
仏
土
地
区
画
整
理
事
業
の

平
成
22
年
２
月
末
現
在
の
進
ち
ょ

く
状
況
、
完
成
の
見
通
し
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

進
ち
ょ
く

状
況
は
、
総
事
業
費
55
億
１
０
０

万
円
に
対
し
て
、
平
成
20
年
度
の

決
算
額
に
平
成
22
年
２
月
末
現
在

ま
で
の
執
行
見
込
額
を
加
え
た
執

行
済
額
は
約
13
億
５
７
０
０
万
円
、

事
業
費
ベ
ー
ス
で
24
・
７
％
の
進

ち
ょ
く
率
と
な
っ
て
い
る
。
事
業

の
完
成
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画

の
変
更
に
よ
り
施
行
期
間
が
３
年

延
伸
し
て
、
平
成
27
年
度
末
と
な

り
、
順
調
に
行
け
ば
平
成
25
年
度

に
工
事
完
了
、
換
地
処
分
、
精
算

を
行
い
、
２
年
後
の
27
年
度
末
に

組
合
解
散
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
な
っ
て
い
る
。

（
問
）
今
ま
で
の
町
の
投
資
金
額
、

今
後
予
想
さ
れ
る
費
用
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

こ
れ
ま
で

の
支
出
額
は
、
平
成
21
年
度
予
算

額
を
含
め
る
と
、
約
８
億
７
０
０

０
万
円
、
今
後
約
５
億
６
０
０
０

万
円
の
支
出
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
問
）
平
成
22
年
度
の
具
体
的
な
防

犯
重
点
施
策
は
。

（
答
）
町
民
生
活
課
長　

①
自
主
防

犯
組
織
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
人
材
の
育
成
を
図
る
。
②
街

頭
犯
罪
の
多
く
を
占
め
る
自
転
車

盗
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
警
察
や

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
対
策
を
実

施
す
る
。
町
広
報
な
ど
で
管
内
の

犯
罪
状
況
の
公
表
、
駐
輪
場
の
利

用
者
に
対
し
啓
発
看
板
や
チ
ラ
シ

な
ど
を
配
布
し
周
知
を
行
う
。

（
問
）「
将
来
の
宮
代
町
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
」
定
住
人
口
の
増
加
、

自
主
財
源
の
確
保
は
不
可
欠
で
あ

る
。
駅
周
辺
整
備
を
公
約
に
掲
げ

た
新
町
長
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
和
戸
駅

西
口
開
発
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

（
答
）
町
長　

執
行
体
制
や
財
政
状

況
か
ら
早
期
取
り
組
み
は
難
し
い
。

道
仏
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
ち

ょ
く
を
み
な
が
ら
、
し
か
る
べ
き

時
期
に
地
権
者
と
の
調
整
を
図
る
。

（
問
）
道
仏
は
23
年
か
ら
保
留
地
を

販
売
、
27
年
完
了
と
事
業
は
重
複

し
な
い
。
合
意
形
成
に
は
時
間
を

要
し
、
財
政
負
担
は
す
ぐ
で
は
な

い
が
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

他
に
も
都

市
計
画
事
業
が
複
数
あ
り
、
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
取
り
組
む
。

（
問
）
社
会
経
済
情
勢
は
厳
し
い
、

だ
か
ら
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

今
が
底
な
ら
将
来
見
通
し
は
明
る

い
。
採
算
の
合
う
計
画
を
立
て
れ

ば
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
が
。

（
答
）
町
長　

考
え
は
正
し
い
が
、

予
定
事
業
の
見
通
し
が
な
い
な
か

新
た
な
事
業
着
手
は
で
き
な
い
。

御
成
街
道
の
歩
道
整
備
を
早
期
に

（
問
）
都
市
計
画
に
よ
る
鉄
道
立
体

化
は
事
業
費
、
う
回
路
確
保
な
ど

か
ら
見
通
し
が
な
い
。
う
回
路
が

で
き
れ
ば
交
通
量
が
減
る
。

　

計
画
を
見
直
し
、
歩
道
整
備
で

安
全
確
保
を
優
先
す
べ
き
で
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

県
に
お
け

る
22
年
度
か
ら
着
手
す
る
未
整
備

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
の
中
で

検
討
す
る
。

増
加
策
と
し
て
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

税
収
増
の
方
策
は
検
討
し
て
い
る
の
か

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
進
め
た
い

合
併
の
機
運
を
ど
の
よ
う
に
高
め
る
か

平
成
25
年
度
に
工
事
完
了
換
地
処
分
精
算
を
行
う

道
仏
土
地
区
画
整
理
事
業
の
工
事
完
了
は

し
か
る
べ
き
時
期
に
地
権
者
と
の
調
整
を
図
る

和
戸
駅
西
口
周
辺
整
備
の
取
り
組
み
は

和戸駅西側・光るのはいつ

一 般 質 問
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合
川
泰
治　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

中
野
松
夫　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

飯
山
直
一　

議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）
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町　

財　

政

（
問
）
毎
年
４
億
円
程
度
の
収
支
ギ

ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
て
い

く
の
か
。

（
答
）総
務
政
策
課
長　

歳
入
で
は
、

人
口
の
増
加
策
、
国
民
健
康
保
険

税
の
見
直
し
、
都
市
計
画
税
の
導

入
が
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
公
共
改
革
に
よ
り

ぜ
い
肉
を
削
っ
て
き
た
。
こ
れ
以

上
の
削
減
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
を
考
え
る
と
難
し
い
状
況
に

あ
る
。
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
東

洋
大
学
と
の
協
働
研
究
事
業
と
し

て
調
査
研
究
し
て
い
く
。
第
４
次

総
合
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
公
共
施
設
の
廃

止
や
統
廃
合
と
い
っ
た
思
い
切
っ

た
選
択
に
踏
み
込
む
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
問
）
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
対
す
る

効
果
お
よ
び
評
価
は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

撮
影
に
使

用
す
る
施
設
の
使
用
料
や
弁
当
な

ど
の
飲
食
代
な
ど
、
経
済
効
果
は

あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
町
で
撮

影
さ
れ
た
映
画
は
「
ス
ー
パ
ー
カ

ブ
」、「
感
染
列
島
」
が
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

（
問
）
①
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
②
ブ
ロ
グ

③
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

ネ
ッ
ト
を

通
し
た
情
報
の
発
信
は
、
町
の
政

策
や
魅
力
を
伝
え
る
極
め
て
重
要

な
手
段
な
の
で
、
今
後
も
改
良
を

重
ね
な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
公
共
施
設
の
修
繕
計
画
と
、

こ
れ
ら
施
設
の
運
営
方
法
、
最
適

活
用
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

町
の
公
共

施
設
は
概
ね
建
築
後
20
年
以
上
を

経
過
し
て
お
り
、
今
後
の
維
持
管

理
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
改
革
に
着
手
す

る
必
要
が
あ
る
。
年
数
が
経
て
ば

建
て
替
え
も
必
要
と
な
り
、
財
政

的
な
負
担
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど

正
確
な
把
握
が
必
要
で
あ
る
。

　

平
成
22
年
度
に
は
公
共
施
設
の

あ
り
方
の
調
査
を
行
い
、
こ
れ
を

も
と
に
施
設
の
役
割
や
統
廃
合
な

ど
の
議
論
を
進
め
、
結
論
を
出
し

て
い
き
た
い
。
調
査
に
は
進
修
館

な
ど
の
他
に
も
小
中
学
校
、
下
水

道
、道
路
、橋
な
ど
も
対
象
に
す
る
。

こ
れ
ら
施
設
の
あ
り
方
を
見
極
め

た
上
で
、
個
々
の
施
設
の
修
繕
計

画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

は
し
か
の
流
行
抑
制
に
は
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
率
95
％
以
上
が
必
要

（
問
）
国
内
で
の
は
し
か
流
行
“
０
”

を
目
指
し
平
成
20
年
か
ら
「
は
し

か
排
除
計
画
」
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。

　

１
歳
と
小
学
校
就
学
前
に
加
え
、

13
歳
と
18
歳
と
に
追
加
接
種
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
接
種
率

は
低
い
。
啓
発
や
集
団
接
種
な
ど

対
策
は
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長　

町
内
中
学

校
の
養
護
教
諭
か
ら
通
知
や
電
話

に
よ
る
接
種
勧
奨
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
校
生
に
は
、
県
の
教
育

委
員
会
を
通
じ
同
様
に
接
種
の
勧

奨
を
行
っ
て
い
る
。

一 般 質 問

（
問
）
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
。
当

町
の
平
成
15
年
の
年
少
人
口
は
４

０
８
９
人
、
21
年
は
３
７
４
９
人

と
３
４
０
人
の
減
少
。
ま
た
、
合

計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成
20
年
で

県
平
均
が
１
・
28
で
あ
る
の
に
対

し
、
当
町
は
０
・
91
と
県
平
均
を

下
回
り
、
幸
手
保
健
所
管
内
８
団

体
中
で
も
最
低
で
あ
る
。
日
本
だ

け
で
な
く
、
先
進
国
は
ど
こ
の
国

も
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
視
察
で

訪
れ
た
茨
城
県
大
子
町
は
小
中
学

校
の
給
食
無
料
化
を
実
施
し
て
い

る
。
当
町
で
も
人
口
増
加
の
一
環

と
し
て
無
料
化
、
段
階
的
な
無
料

化
を
考
え
て
は
。

（
答
）
教
育
長　

給
食
に
か
か
る
経

費
は
約
１
億
８
５
０
０
万
円
、
保

護
者
負
担
の
食
材
費
は
約
１
億
１

５
０
０
万
円
、
合
計
約
３
億
円
か

か
っ
て
い
る
。
当
町
の
給
食
費
未

納
は
少
な
く
、
徴
収
率
は
高
い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
、
保
護
者
負
担
で
お
願
い

し
た
い
。

（
問
）
町
長
は
、
給
食
無
料
化
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

（
答
）
町
長　

今
の
と
こ
ろ
財
源
が

な
い
が
、
財
政
的
な
見
直
し
が
立

っ
た
時
、
重
点
施
策
と
し
た
い
。

（
問
）
当
町
の
高
齢
者
は
７
６
４
４

人
。
商
工
会
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
、
宅
配
事
業
を
す
る
考
え
は
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長　

当
町
に
は
、

地
域
支
え
あ
い
の
仕
組
み
が
で
き

上
っ
て
お
り
、
商
工
会
の
事
情
か

ら
も
、
今
の
と
こ
ろ
実
施
は
困
難

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

町
の
知
名
度
Ｕ
Ｐ
・
魅
力
Ｕ
Ｐ
は

（
問
）
人
口
増
加
策
に
プ
ラ
ス
し
て

流
入
人
口
増
加
策
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

人
口
増
加

策
は
、
道
仏
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
東

武
動
物
公
園
駅
東
西
口
、
都
市
計

画
道
路
の
整
備
に
も
着
手
し
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
流
入
人
口
増
加
策
は
、「
宮
代

型
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
助
成
」「
中
学
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
」「
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
協
働
事
業
」
の
実

施
に
よ
る
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
し
、

宮
代
町
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
。

（
問
）
こ
ど
も
の
ま
ち
宣
言
（
埼
玉

県
子
育
て
応
援
タ
ウ
ン
１
号
認
定
）

に
つ
い
て
伺
う
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長　

平
成
19
年

県
内
市
町
村
第
１
号
と
し
て
認
定

を
受
け
た
。
子
育
て
総
合
窓
口
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

虐
待
な
ど
へ
の
対
応
、
子
育
て
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
立
ち
上
が
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
認
定
さ
れ

た
も
の
。
さ
ら
に
、
不
妊
治
療
助

成
へ
の
取
り
組
み
、
乳
幼
児
全
戸

訪
問
、
産
前
産
後
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
、
病
後
児
保
育
、
障

が
い
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
六
花
に

お
け
る
小
児
科
開
設
、
専
門
相
談

員
に
よ
り
育
児
相
談
が
で
き
る
体

制
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
ど

も
医
療
費
の
拡
大
助
成
な
ど
、
今

後
も
さ
ら
な
る
啓
発
Ｐ
Ｒ
を
積
極

的
に
実
施
し
、
宣
言
効
果
の
見
極

め
も
研
究
し
て
い
く
。

公共施設の修繕計画と最適活用を

将来にツケを残さない町政を しっかり食べて元気モリモリ！

「新しい村」を会場に「出会いサポート協働事業」を展開

歳
入・歳
出
両
面
の
施
策
に
よ
り
解
消
し
て
い
く

約
４
億
円
の
収
支
ギ
ャ
ッ
プ
を

ど
う
す
る
の
か

施
設
の
あ
り
方
を
議
論
、
修
繕
計
画
も
検
討

公
共
施
設
の
修
繕
計
画
と
最
適
活
用
は

財
政
を
考
慮
、
今
後
の
重
点
施
策
と
し
た
い

学
校
給
食
の
段
階
的
無
料
化
は

ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
事
業
も
展
開
す
る

人
口
増
加
策
お
よ
び
流
入
人
口
増
加
策
は

一 般 質 問

関　

弘
秀　

議
員

（
公
明
党
）
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⻆
野
由
紀
子　

議
員

（
ウ
エ
ー
（
公
明
党
）

丸
藤
栄
一　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

一 般 質 問

（
問
）
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
に
、
高
齢
者

の
健
康
情
報
、
か
か
り
つ
け
医
や

持
病
、
常
時
服
用
し
て
い
る
薬
、

健
康
保
険
証
や
診
察
券
の
写
し
、

要
介
護
度
な
ど
を
記
入
し
た
用
紙

を
入
れ
て
あ
る
も
の
。
そ
れ
を
冷

蔵
庫
に
保
管
。
い
ざ
と
い
う
時
に
、

冷
蔵
庫
を
あ
け
、
キ
ッ
ト
か
ら
、

本
人
の
情
報
を
素
早
く
知
る
こ
と

が
で
き
、
迅
速
か
つ
適
切
に
救
命

活
動
に
対
応
で
き
る
。
多
く
の
自

治
体
で
配
布
事
業
が
広
が
っ
て
い

る
。
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯

の
安
心
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
配

布
し
て
は
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長　

町
で
は
要

援
護
者
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
立
ち
上
げ
、
日
頃
か
ら
、
高

齢
者
の
見
守
り
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
緊
急
時
通
報
シ
ス

テ
ム
事
業
に
よ
り
、
緊
急
時
の
迅

速
な
救
助
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
重
点

を
お
き
、着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
要
援
護
者
見
守
り
支
援
の
対

象
者
数
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
数

は
。
見
守
り
支
援
と
緊
急
時
通
報

シ
ス
テ
ム
と
、
さ
ら
に
、
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
と
、
万
全
に
な
る

の
で
は
。

（
答
）
健
康
福
祉
課
長　

要
援
護
者

見
守
り
支
援
対
象
者
は
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
７
６
８
人
。
高
齢
者

世
帯
は
１
１
７
１
世
帯
で
２
３
５

８
人
。
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、

効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

（
問
）
水
道
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ

は
、
町
民
の
家
計
に
大
変
な
負
担

と
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
な
ぜ
い
ま

水
道
料
金
の
値
上
げ
な
の
か
。

（
答
）
上
水
道
室
長　

平
成
20
年
度

決
算
に
お
い
て
約
６
５
０
０
万
円

の
累
積
欠
損
金
が
発
生
し
、
水
道

事
業
の
健
全
な
経
営
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

水
道
料
金
の
体
系
が
逆
ザ
ヤ
、

つ
ま
り
買
い
入
れ
価
格
よ
り
も
安

く
販
売
し
て
お
り
、
水
道
会
計
が

赤
字
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
行
料
金
で
推
移
し
た
場
合
、

平
成
26
年
ま
で
の
５
年
間
で
予
測

累
積
欠
損
金
が
５
億
５
４
０
０
万

円
と
な
り
料
金
改
定
が
必
要
。

（
問
）
赤
字
を
補
う
利
益
積
立
金
も

底
を
つ
い
た
と
い
っ
て
も
、
平
成

20
年
度
決
算
で
は
７
億
円
を
超
え

る
内
部
留
保
を
持
っ
て
お
り
、
い

ま
す
ぐ
料
金
値
上
げ
と
い
う
状
況

で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

（
答
）
上
水
道
室
長　

内
部
留
保
は

建
設
改
良
費
や
企
業
債
の
元
金
償

還
金
の
補
て
ん
に
使
う
も
の
で
、

水
の
安
定
供
給
の
た
め
に
計
画
的

に
行
う
施
設
の
更
新
・
再
構
築
は

欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

公
契
約
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

制
定
す
る

前
に
公
契
約
法
の
整
備
が
先
に
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

（
問
）
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
を

図
る
考
え
は
。

（
答
）
総
務
政
策
課
長　

平
成
22
年

度
前
期
に
検
討
し
、
必
要
に
応
じ

て
平
成
23
年
度
当
初
予
算
に
盛
り

込
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「安心安全は冷蔵庫から」と配布が始まった自治体

整備が待たれる、工場跡地 水道メーターが一気に上がります

見
守
り
支
援
で
対
応
し
て
い
る
が
、検
討
し
た
い

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布
を

５
年
間
で
累
積
欠
損
金
が
５
億
５
４
０
０
万
円
に

な
ぜ
水
道
料
金
21
・
３
％
の

大
幅
値
上
げ
な
の
か

一 般 質 問

（
問
）
東
武
動
物
公
園
駅
周
辺
整
備

は
、
街
の
活
性
化
と
顔
づ
く
り
と

し
て
早
期
の
具
体
化
が
待
た
れ
て

い
る
。
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

（
答
）
産
業
建
設
課
長　

東
口
の
整

備
に
関
し
て
は
﹃
ま
ち
・
道
づ
く

り
協
議
会
﹄
を
発
足
さ
せ
住
民
主

体
で
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
住
民
の
理
解
を
得
れ
ば
、
平

成
23
年
度
に
駅
前
広
場
の
都
市
計

画
決
定
を
考
え
て
お
り
、
計
画
推

進
に
向
け
て
杉
戸
町
と
歩
調
を
合

わ
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
西
口
整
備
検
討
は
、
町
・

東
武
・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
三
者
で

工
事
跡
地
の
開
発
整
備
を
進
め
て

い
る
。
今
後
と
も
県
や
杉
戸
町
と

連
携
と
協
力
を
深
め
早
期
の
整
備

実
現
に
向
け
て
さ
ら
な
る
努
力
を

し
て
い
く
。

　

庄
司
町
政
に
つ
い
て

（
問
）
平
成
22
年
度
町
予
算
の
中
で

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
達
成
に
向
け
て
優

先
順
位
と
町
政
の
基
本
姿
勢
、
さ

ら
に
町
職
員
の
掌
握
の
件
な
ど
を

質
し
た
い
。

（
答
）
町
長　

町
民
と
約
束
し
た
各

施
策
は
任
期
中
に
達
成
し
た
い
。

　

な
お
、
全
て
の
施
策
が
優
先
度

が
第
１
位
の
考
え
で
臨
ん
で
い
る
。

　

職
員
に
関
し
て
は
、
就
任
５
か

月
で
あ
り
、
日
常
の
対
話
を
深
め

職
員
能
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環

境
を
整
え
、
町
民
皆
様
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

今
後
も
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

邁
進
し
て
い
く
。

県
、東
武
、杉
戸
町
と
連
携
し
て
取
り
組
む

東
武
動
物
公
園
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

唐
沢
捷
一　

議
員

（
民
主
の
会
）

先進自治体に学ぶ

議会のあるべき姿は　　

読書を通して心豊かに　

　議会としてあるべき姿や理念を掲げる議会基
本条例制定の必要性を痛感したことから、条例
制定の一助とすべく先進地である流山市議会に
視察研修を実施しました。
　条例の大きな３本柱としては①市民に開かれ
た議会②議員同士が討論する議会③自ら行動
し、執行機関と切磋琢磨する議会であるとのこ
とでした。
　当議会も、さらなる議会の活性化、町民に開
かれた議会運営を実践するために、条例の策定
が必要であると痛感しました。

総務　
町民
　生活

教育　
福祉
　産業

議会基本条例を制定した流山市

読書の町を宣言した茨城県大子町

　全国にむけて「読書の町」を宣言し、ブック
スタート、読み聞かせ、朝の読書、家読などと、
読書環境を整えるために全力でとりくんでいる
大子町。
　「子育て支援を地域社会で支援していこうと
いう基本理念の中で、健診医療費の無料化、中
学校までの医療費の無料化、小・中学校の給食
費の無料化も実施しています。こども読書環境
も子育て支援の一つとの思いです」
との町長の言葉。「家読サミット」が
今秋、大子町で開かれる予定。

委員会報告


